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階級境界構造の考察






る。その論争に登場する立場を集約したのが，Erik Olin Wrightが編集したApproaches 







げているのは②と③であり，②の中心的な研究者はGoldthorpe（Chan and Goldthorpe 
2007a,2007bなど），③はGrusky（Grusku 2005,Weeden and Grusky 2005, Grusky and 

















階層現象の分析にとってより有効であることを示してきている（Weeden and Grusky 
2005, Grusky and Weeden 2008, Jonsson et.al. 2009, Weeden and Grusky 2012）。

















⑵経済的安定性，⑶経済的見通し」（ 2 ）などに影響を与えるとされる（Goldthorpe and 
McKnight 2006: 109）。
これにたいしてGruskyらは個々の職業に固有の階級メカニズム（Occupation-Speciﬁc 








果を比較する計画のようであったが（Grusky and Weeden 2006, 2008），データ分析を
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まず，人びとの階層所属を決める属性の集合を，A＝｛a1, a2, ……, aL｝，個人 i の
属性プロフィールをpi＝｛ai1, ai2, …, aiL｝であらわし，各個人を属性プロフィールで
代表されるものと考えて，これら人びとの集合をP＝｛p1, p2, …, pN｝とする。
ここで，Pを全体集合とするK個のファジイ集合X1, X2, …, XKを考える。この
とき，メンバーシップ関数μXk（pi）＝fk（ai1, ai2, …, aiL）（k＝1, 2, …, K）となるよう




だけとして，それぞれをX1, X2と表記し，社会の個人全体の集合Pの上にこれら 2 つの
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iA pSKAd   
（Sはシャノン関数 )1(log)1(log)( 22 xxxxxS  ）
さらにK＝1/Nと置くと，正規化ファジイエントロピー v（A）が得られ，その値の範囲
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2 ． 2 　職業名を核とするマイクロファジイ階級










ロフィールをpi＝｛ai1, ai2, …, aiL｝と表記する。このとき，職業ｍを核とするマイク






























O 	  ( ))
職業ｍに就いている人のOmのグレードがすべて1.0ならv（Om）は 0 になり，すべて0.5
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3 ． 2 　階級境界状況のパターン
大規模階級と小規模階級，階級境界が明確かあいまいかを組み合わせれば 4 つのパ






a         b        c          d 
図 2 ．大規模階級と小規模階級の境界パターン
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注








（ 4 ）　吉川（2009）第 3 章「階級・階層の「不都合な真実」」のように，このような考えに疑
問を呈する議論もある。
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